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ともに暮らすまちづくり

～みんなにやさしい川崎区～
平成２７年10月29日 川崎市地域自立支援協議会連絡会



平成27年度
川崎区地域自立支援協議会の活動内容

☆毎月1回の事務局会議

☆毎月1回の全体会議
・ワーキングチーム
・専門委員会



意見交換会からワーキングチームへ

平成25年
意見交換会・・・フリートークで構成員の抱える課題を抽出

平成26年
意見交換会・・・平成25年度の内容を整理してグループ討議

「児童期」「成人期」「高齢期」

平成27年
ワーキングチーム・・・平成25年、26年度で整理した課題の

解決に向けての具体的な活動を行う。



・家族からの声
「利用できるサービスの種類が複雑で分かりにくい」
「相談したら、支援機関をたらいまわしにされた」

・相談窓口がわかりにくい。
・児童のサービスの種類がわからない。

児童期の課題

解決に向けての協議会での取り組み

・「児童家庭課」の方に声をかけ、児童期の支援体制など、

チーム内に説明をしていただきました。

・支援者向けに児童期の相談機関の一覧を作成中です。

児童期ワーキングチーム



・生活介護事業所利用者の通所後の余暇の過ごし方
が限られている。

・就労をしている方で余暇を助ける情報を手に入れる
方法が限られている。

成人期の課題

解決に向けての協議会での取り組み

成人期ワーキングチーム

・休日を充実できるような情報をまとめています。

・情報量を整理し、見やすい冊子を作成しています。



・グループホームで生活している方の高齢化。
・若年性認知症の発症された方への支援の難しさ。
・介護保険対象になった方への支援の連携
・介護保険対象の親と、障害を持った方への家族支援

高齢期の課題

解決に向けての協議会での取り組み
・障害者本人や家族も高齢化し、高齢特有の疾病を知る

機会を持ちたいとのことで、支援者向けの研修を行います。

・地域包括支援センターとの意見交換会の

継続開催を予定しています。

高齢期ワーキングチーム



広報委員会

研修委員会

区課題整理委員会

平成27年度 専門委員会



広報委員会・・・

広報委員会では、「地域の方に協議会を知っ
てもらおう」との目標から、町内のイベント（町
内の盆踊りの見学、大運動会のお手伝いな
ど）に参加をして、地域の方々と触れ合う中で
関係を築いていく

活動をしています。

各専門委員会の取り組み



研修委員会・・・

構成員の抱える課題に対し研修を行っていくことにしま
した。また、 利用者へ適切な情報を提供していくために
地域の社会資源を知る機会を設けることにしました。

南部地域療育センターの見学会、だいJOBセンターをお
呼びして役割や生活困窮者自立支援法の研修を行いまし
た。

12月には、医療少年院の現状などを知るための研修を
行う予定です。

区課題整理委員会・・・

これまでの意見交換会で挙がった課題を整理して、区
協議会で取り組めるもの（意見交換会や委員会設置、研
修など）と整理しています。



ご清聴ありがとうございました。


